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【目  的】  
急性上気道炎は小児科外来における common disease である。急性上気道炎のう
ち特に急性咽頭炎に対して日本ではアデノウイルス抗原迅速検査が年間 100 万
件以上使用されているが、臨床症状に基づいた検査基準はこれまで報告されて
いない。近年病原体診断方法の進歩は目覚ましいが、日本の小児科外来診療に
おいて抗原迅速検査の果たす役割は依然として大きい。小児急性咽頭炎に対す
るアデノウイルス抗原迅速検査使用の判断に有用な臨床症状を明らかにするこ
とを目的に後方視的検討を行った。  
【対象および方法】  
新松戸中央総合病院小児科を受診しアデノウイルス抗原迅速検査が施行された
急性咽頭炎患者 2 年分を対象とし、適格基準に従ってデータを整理し、10 個の
臨床症状に関して検討を行った。  
【結  果】  
急性咽頭炎患者は 585 人で、 420 人が適格基準に適合し解析対象となった。ア
デノウイルス抗原迅速検査陽性は 86 人であった。多変量解析で、1)39.0℃以上
の発熱、 2)鼻汁、 3)扁桃滲出物に迅速検査陽性群と陰性群の間に統計学的有意
差が認められ、これら 3 つの症状いずれも認められない場合陽性率は 10%であ
った。  
【考  察】  
米国感染症学会のガイドラインではウイルス性咽頭炎の特徴として鼻汁が報告
されており、アデノウイルスでも同様の傾向が見られた。またアデノウイルス
の臨床的特徴である高熱や扁桃滲出物も抗原迅速検査使用の際に有用であるこ
とが示唆された。本研究では Polymerase Chain Reaction 法などのゲノム増幅
検査は行われていないが、本研究で使用した迅速検査キットは感度 91%、特異
度 100%と検査特性は高いことを Fujimoto らが報告している。 Tsutsumi らは、
発症から 5 日目以降に採取した検体の抗原迅速検査陽性率が約 60%で、4 日以内
の検体の 80%に対して低くなることを報告しているが、本研究の臨床検体の 90%
以上は発症から 4 日以内の検査に適した検体であった。アデノウイルスには抗
ウイルス薬などの特異的な治療法はないが、早期診断によって不必要な追加検
査の回避や抗生物質使用の減少など、いくつかの潜在的な便益が報告されてい
る。本研究は、単一の病院で主に 3 人の小児科医によって得られた医療データ
に基づく後ろ向き研究である。本研究の結果を一般化するためには、サンプリ
ングバイアスやオブザーバーバイアスが結果に影響を及ぼした可能性を考慮し、
より多くの施設での検証と前向き研究が必要である。  
【結  論】  
39.0℃以上の発熱、鼻汁、扁桃滲出物といった臨床徴候に着目することが、無
用な検査の回避、効果的な検査に繋がると考えられる。  
